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【プログラム】



アスペルガー症候群とＡＤ/ＨＤの脳科学


― ライフステージに合わせた療育の最適化を求めて ―











日程�
時　　間�
テ　ー　マ�
講　師（敬称略）�
�
12


月


12


日


(土)�
13：00～14：10�
アスペルガー症候群の脳科学


－脳画像を中心に－�
昭和大学医学部精神医学教室


烏山病院


加藤　進昌�
�
�
14：20～15：30�
AD/HDの脳科学


－治療の客観的評価に向けて－�
東京大学医学部附属病院精神神経科


高橋　礼花�
�
�
15：45～17：00�
発達障害の動物モデル


－共感性の脳科学－�
奈良県立医科大学精神神経科　


定松  美幸�
�
12


月


13日


(日)�
　9：30～10：30�
自閉症の理解と治療教育


－就学前を中心に－�
東京大学医学部附属病院


こころの発達診療部


染谷　利一�
�
�
10：40～12：00�
高機能広汎性発達障害の学習課題


－障害の病理に合わせた学習－�
藍野大学医療保健学部作業療法学科


橋本　大彦�
�
�
　　　　　　　　　　　　昼　　　　　　食　（各自でおとりください）�
�
�
13：00～14：10�
成人の発達障害専門外来の試み


－リハビリテーションの確立を求めて－�
前　　　　掲


加藤　進昌�
�
�
14：20～15：30�
司法領域における広汎性発達障害�
京都ノートルダム女子大学心理学部　


藤川　洋子�
�
�



15：40～16：30


�
全体討論�



全出席講師


�
�






発達障害講座６





知的な障害がないにもかかわらず、学習が困難で成長後も社会生活に支障をきたす疾患群を最近では


発達障害と総称します。本講座では、その中でアスペルガー症候群と注意欠陥/多動性障害（AD/HD）


について最新の脳科学の知見を、動物モデルから脳画像に至るまでわかりやすく解説していただきます。　　　


一昨年の講座に続くものですが、この2年間の進歩を組み込んで各講師に語っていただきます。特に


就学前の乳幼児期から成人に至るライフステージに合わせて、脳科学の知識を背景にして、どのような


治療、療育が考えられるか、何が重要かということに焦点を合わせます。


この1年成人発達障害の専門外来を運営して、そのニーズの高さとともにリハビリテーション手法の


確立の必要性を痛感しています。今後の展望を出席の皆様と一緒に考える機会にしたいと思います。　


【昭和大学付属烏山病院　　加藤 進昌】



































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  【昭和大学医学部教授　加藤進昌】











期　日	：２００9年１2月１2日（土）・１3日（日）


受講対象： 教諭、養護教諭、保護者、学校関係者、保育、相談に関わる方、および関連の専門家


定　員	：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：１２,０００円（税込、昼食は各自でおとりください）


会　場	：明治安田こころの健康財団　２階講義室


〒171-0033 豊島区高田3-19-10　 電話03－3986－7021


（ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場｣駅より徒歩7分）

















